
７
　

月１日から外来診療を始める新しい市立病院（八坂町）
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募　集

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

〈
日
時
〉７
月
10
日
㈬
・
同
11
日
㈭
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉

消
防
本
部
（
西
今
町
）
〈
受
講
料
〉５
、

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

〈
定
員
〉90
人
（
先
着
順
）
〈
申
込
期

間
〉６
月
17
日
㈪
〜
同
21
日
㈮
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
消
防
本

部
予
防
課
☎
◯　22　
０
３
３
２
番
、
消
防

署
南
分
署
◯　43　
５
６
７
０
番
、
消
防
署

北
分
署
☎
◯　 23　
０
１
１
９
番
、
消
防
署

犬
上
分
署
☎
◯　38　

３
１
３
０
番

「
障
害
児
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
期
間
〉７
月
25
日
㈭
〜
８
月
28
日
㈬

の
う
ち
平
日
20
日
間
で
、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分
　
※
１
日
の

み
の
体
験
参
加
も
可
〈
場
所
〉障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）、
甲
良

養
護
学
校
（
犬
上
郡
甲
良
町
）
な
ど

〈
内
容
〉参
加
児
童
の
保
育
・
介
助

〈
応
募
条
件
〉障
害
の
あ
る
児
童
の
保

育
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
市
内
在
学

・
在
住
の
高
校
生
〈
説
明
会
〉７
月

６
日
㈯
午
前
中
に
開
く
説
明
会
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
〈
申
込
期
間
〉６

月
17
日
㈪
〜
同
28
日
㈮
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
は
除
く
）
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
障
害
福
祉
課
（
平
田
町
・
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
◯　27　
９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
７
番

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

〈
日
時
〉７
月
25
日
㈭
・
同
26
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉彦

根
商
工
会
議
所
〈
内
容
〉８
月
下
旬

に
実
施
さ
れ
る
予
定
の
調
理
師
試
験

の
た
め
の
講
習
〈
受
講
料
〉１
３
、

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

〈
申
込
期
間
〉７
月
１
日
㈪
〜
同
４
日

㈭
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
※
講

習
会
当
日
の
受
付
可
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉彦
根
地
区
調
理
師
会
（
彦

根
保
健
所
内
）
☎
◯　22　
１
７
７
０
番

国
家
公
務
員
採
用
III
種
試
験

〈
受
験
資
格
〉〔
行
政
事
務
、
電
気
・

情
報
、
機
械
、
土
木
、
農
業
、
農
業

土
木
、
林
業
〕
＝
昭
和
56
年
４
月
２

日
〜
同
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

〔
郵
政
事
務
Ａ
・
Ｂ
〕＝
昭
和
52
年
４

月
２
日
〜
同
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
〔
税
務
〕＝
昭
和
57
年
４
月
２

日
〜
同
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

〈
試
験
の
程
度
〉高
校
卒
業
程
度
〈
申

込
期
間
〉６
月
19
日
㈬
〜
同
26
日
㈬

（
消
印
有
効
）
〈
第
１
次
試
験
日
〉９

月
８
日
㈰

〈
試
験
地
〉大
津
市
、
京

都
市
、
大
阪
市
ほ
か
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉人
事
院
近
畿
事
務
局
（
〒

５
５
３-

８
５
１
３
）
☎
０
６-

４
７
９

６-

２
１
９
１
番
、http://w

w
w

.npa-

kinki.go.jp

昨年度実施したＩＴ（Information

Technology＝情報通信技術）基礎技能
講習会を受講した人または同程度の
人を対象にした講習会を実施します。
日程・会場

内　容 ワープロ初級、表計算初級
（使用するソフトウェアはMS Word、MS Excel）

対象者 20歳以上で、ＩＴ基礎技能講習会を受講した人
またはパソコンなどに関する知識・技能が同程度の人
定　員 各回20人（申込者多数の場合は抽選）
受講料 無料（ただし、テキスト代500円は受講者負担）
申込方法 往復はがき往信の裏に「ＩＴ講習会申し込み」・
講習会場・受講希望日・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を、返信の表にも郵便番号・住所・氏名をそれぞれ書
いてひこね市文化プラザ「ＩＴ講習会係」（〒522-0055
野瀬町187-4）へ。
※往復はがき１枚につき１人しか申し込むことができません。
※市立図書館で受講を希望する場合も、あて先は同じです。
申込期限 各講習会開始日の２週間前（必着）
問い合わせ先

教育委員会生涯学習課☎24-7971、FAX23-9190

日　　程 

８月　７日㈬・　８日㈭

８月２２日㈭・２３日㈮

９月２６日㈭・２７日㈮

７月２３日㈫・２４日㈬

８月２７日㈫・２８日㈬

会　　場 
 

 
ひこね市文化プラザ 

（野瀬町187-4） 
☎27-3711 

 
 
市立図書館 

（尾末町８-１） 
☎22-0649

※いずれも２日間で、講習時間は９：００～１２：００、 
　１３：００～１６：００（合計12時間）です。 

IT講習会（平成14年度前期分） 

適切な受診のために

医療費のお知らせ
市では、国民健康保険

（国保）加入者や老人保健
法の適用を受けている人に
「医療費のお知らせ」をお
届けしています。この通知
は、同じ月に医療機関で受
診した人の医療費を、世帯
ごとにお知らせしているも
のです。
皆さんに負担していただいています保険料
などを、医療費として有効に活用するために、
適切な受診を心がけていただくよう、今年度
も引き続き実施します。
問い合わせ先 保険年金課☎22-1411
（内線136）、FAX22-1398
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募　集
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
市
民
す
べ

て
が
地
域
で
の
連
帯
を
深
め
、
支
え

合
う
、
健
康
長
寿
で
生
き
が
い
を
持

て
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
市
民
主
体
で
運
営
さ
れ
る
大
学

講
座
で
す
。

日
程
と
内
容
　
左
の
と
お
り

場
　
所

ひ
こ
ね
燦さ

ん

ぱ
れ
す
　
ほ
か

対
　
象

市
内
に
在
住
、
在
勤
の
人

定
　
員
　
１
０
０
人

受
講
料
　
１
、０
０
０
円

申
込
期
間
　
６
月
17
日
㈪
〜
７
月
５

日
㈮

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
　
申
込

用
紙
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
１
階
受
付
、
支
所
・
各
出
張

所
、各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
書
い
て
「
彦
根
市

民
支
え
愛
大
学
運
営
委
員
会
事
務

局
」（

介
護
福
祉
課
内
）
へ
。
☎

◯　 23　
９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７

６
８
番
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

人
権
ふ
れ
あ
い
塾

人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
21
世
紀

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
よ
り
豊
か
に

人
権
感
覚
を
み
が
き
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

の
早
期
解
決
を
目
指
す
人
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
で
は
、
基
本
ス
テ
ッ

プ
で
人
権
尊
重
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の
実

践
ス
テ
ッ
プ
で
感
性
に
訴
え
か
け
る

啓
発
手
法
な
ど
を
学
び
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
人
権
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
実
践
ス
テ

ッ
プ
の
中
で
習
得
し
た
実
践
的
な
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
交

流
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
左
の
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
お
よ
び
彦
根
市
の
近
隣

町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

受
講
料
　
無
料

定
員

50
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限

７
月
18
日
㈭

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
実
践
ス
テ
ッ
プ
の
希

望
コ
ー
ス
を
書
い
て

教
育
委
員

会
人
権
教
育
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０

１
　
尾
末
町
１-

38
）
へ
。
☎
◯　24　
７
９

７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
は
、
市
役
所
１
階
受
付
、

教
育
委
員
会
事
務
局
（
市
民
会

館
２
階
）、
各
地
区
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

情
報
公
開
制
度

市
で
は
、
平
成
９
年
に
施
行
し
た

「
彦
根
市
情
報
公
開
条
例
」に
基
づ
き
、

公
文
書
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
中
に
は
、
開
発
行
為

許
可
申
請
や
行
政
財
産
の
使
用
許
可

に
つ
い
て
な
ど
10
件
の
請
求
書
に
よ

る
公
文
書
公
開
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
資
料
の
複
写
（
有
料
コ
ピ

ー
）
申
し
込
み
は
96
件
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
積
極
的
な
公

文
書
の
公
開
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
４
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

地
域
が
輝
く　
　〜
わ
た
し
た
ち
の
で
き
る
こ
と
探
し
〜

彦
根
市
民

支
え
愛
大
学
講
座

さ
さ

あ
い

受講者 
募　集 

基本ステップ 
期　日 

　７月２６日㈮ 
　７月３０日㈫ 
　８月　２日㈮ 
　８月　６日㈫ 

実践ステップ 
期　日 

　８月　９日㈮ 
　８月２３日㈮ 
　９月　６日㈮ 
　９月２０日㈮ 

　９月２１日㈯ 
１０月　４日㈮ 
１０月１８日㈮ 

人権ふれあいステージ 
期　日 

１０月２６日㈯ 

 
レッスン 
１ 
２ 
３ 
４ 
 

レッスン 
５ 
６ 
７ 

８
 
 
９ 
10 
 

レッスン 
11

 
内　　　容 

他人ごとの人権、きれいごとの人権じゃなく… 
忌避排除から尊敬感謝へ 
昔から男女共同参画－古典文学の世界から－ 
こころ・身体への暴力と癒（いや）しについて 
 

内　　　容 

（希望のコースを選んでください） 

Ａ　地域リーダーコース 
Ｂ　参加型体験学習コース 
Ｃ　紙芝居コース 
Ｄ　人権ふれあい体験コース 
 
 
 

内　　　容 
実践ステップの成果発表、交流など 

Aコースは 

「人権ふれあい塾」の日程

開講時間　基本ステップは　いずれも　15：30～17：00 
　　　　　実践ステップは　Ａコース　19：30～21：00 
　　　　　　　　　　　　　（9/21のみ　14：00～16：00） 
　　　　　　　　　　　　　Ｂコース　15：30～17：00 
　　　　　　　　　　　　　Ｃコース　13：00～15：00 
　　　　　　　　　　　　　Ｄコース　15：30～17：00 
　　　　　人権ふれあいステージは　　14：00～16：00 
場　　所　市民会館、市役所、ひこね市文化プラザほか 

申し込
みを

　待っ
てます
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新しい彦根市立病院は、高度で

専門的な医療を提供し、市民が安

心して治療を任せられる病院とし

て、いよいよ７月１日オープンし

ます。

新病院市民見学会
日時 ６月22日㈯ 14：00～16：30

同　23日㈰　10：00～14：00
自由参加制 自由に院内を見学いただき
ますので、事前にお申し込みいただく
必要はありません。
※駐車場の混雑が予想されます。乗用車
でお越しの場合は、できる限り乗り合
わせてお越しください。また、路線バ
スもご利用ください。
バス：南彦根駅・彦根駅から県立大学線
「県立短大正門前」下車すぐ

外来・救急診療を休診
休診日 ６月27日㈭～30日㈰
※集中的に移転作業を行うため、すべて
の外来診療を休診させていただきま
す。また、検査・手術機器を移設する
ため、救急診療も休診させていただき
ます。
※この４日間は、入院患者さんのお見舞
いもご遠慮ください。

問い合わせ先
病院総務課☎22-6050（内線357）、

FAX26-0754

７
月
１
日
、
待
望
の
新
病
院
の
開
院
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

彦
根
市
立
病
院
は
、
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
に
公

立
彦
根
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
１
１
１
年
の

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
病
院
で
す
が
、
敷
地
は
手
狭
で
拡

幅
余
地
も
な
く
、
ま
た
度
重
な
る
増
改
築
を
経
た
施
設

は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
の
人
口
重

心
に
近
い
び
わ
湖
岸
に
移
転
新
築
し
、
彦
根
市
民
を
は

じ
め
と
す
る
湖
東
保
健
医
療
圏
域
16
万
６
千
人
の
健
康

と
命
を
守
る
病
院
、
災
害
時
の
拠
点
病
院
、
地
域
に
開

か
れ
た
高
度
医
療
を
担
う
地
域
中
核
病
院
と
し
て
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
12
年
４
月
に
建
設
工
事
に
着
工
し
て
以
来
、
２

年
３
か
月
を
要
し
て
よ
う
や
く
開
院
の
日
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
国
、
県
、
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
関
係
機
関
各
位
か

ら
賜
り
ま
し
た
格
別
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に
、
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
病
院
の
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
診
療
内
容
の

充
実
、
専
門
化
と
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
面
に
お
い
て
も
、
建
築
物
に
は
震
災
時

に
も
病
院
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
免
震
構
造
を
取
り

入
れ
た
ほ
か
、
緊
急
時
用
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
自
家
発
電

装
置
の
設
置
に
よ
り
災
害
時
の
防
災
拠
点
病
院
と
し
て

の
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
物
の
形
態
、

色
彩
な
ど
に
は
極
力
省
エ
ネ
化
に
配
慮
し
た
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
・
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
採
用
や
、
雨
水
や
雑

用
水
の
ト
イ
レ
洗
浄
水
へ
の
利
用
な
ど
、
環
境
に
配
慮

し
た
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
病
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
市
立
病
院
が
、
病
院
・
診
療
所
相
互
の
密
接

な
連
携
の
も
と
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
機
能

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
揮
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る
病
院
に

彦
根
市
長

中

島
　
　
一

湖東地域の中核病院にふさわしい機能を備えるため、旧県

立短期大学の敷地（約８万㎡）に移転新築された新しい彦根

市立病院。総病床数は470床（現病院は346床）、外来診療

科は、新たに心療内科、形成外科を加えた18診療科です。

「住みなれた地域で健康をささえ、安心とぬくもりのある

病院づくり」を基本構想に、機能を充実しました。

まず、放射線治療装置、体外衝撃波結石破砕装置など、高

度で先進的な医療を提供できるよう最新医療機器を多数導入

しました。また、医療情報システム（オーダリングシステム）

の導入により、患者さんの待ち時間の短縮を図ります。さら

に、地域医療連携室の設置により、病院と診療所、また、病

院相互の連携を推進し、地域に開かれた病院を目指します。

一方、建築物には地震に強い免震構造を採用するなど、災

害時の拠点病院としての機能も兼ね備えています。

そして、びわ湖や周りの山々が一望できる設計、クリーン

エネルギーの採用など、人と自然の環境に配慮した施設とな

っています。

なお、売店、レストラン、理容室などの施設も設けていま

す。気軽にご利用ください。

（市立病院移転新築事業には簡易生命保険の積立金が還元融資されています。）

7月1日開院●新しい市立病院

目指すのは　住みなれた地域で健康をささえ、
　　　　　　　　安心とぬくもりのある病院　です

ワ イ ド 特 集

広報ひこね　平成14年６月15日 4

第４回

高齢者保健
福祉協議会

日曜納税相談

平成12年３月に策定した「彦根市老人保
健福祉計画・介護保険事業計画」の進行管
理や、次期計画を策定するための会議です。
会議は公開で行われます。より充実した
計画とするためにも、多くの皆さんの傍聴、
ご意見をお待ちしています。

日　時 ６月20日㈭18：30～
場　所 彦根市障害者福祉センター
議　題 介護サービス量の見込み（中間値）
問い合わせ先 介護福祉課（平田町・福祉保
健センター２階）☎23-9660、FAX26-1768、
E-mailアドレスkaigo@mx.biwa.ne.jp

税務課では、仕事などで平日お忙しい
皆さんのために、毎月１回「日曜納税相談窓
口」を設けて、納付や納税についての相談を
受け付けています。６月は次のとおりですの

で、どうぞご利用ください。
日　時 ６月23日㈰10：00～16：00
場　所 税務課（市役所２階）
問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

開
院
に
当
た
っ
て

各
階
の
構
成

診
療
機
能
の
紹
介

外
来
診
療
シ
ス
テ
ム

１
階
・
２
階
平
面
図

交
通
の
案
内
・
そ
の
他
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特集 ● 新しい市立病院

各階の構成

病室などの略称が表す意味は、次のとおりです。

ＩＣＵ（Intensive Care Unit） 集中治療室
ＣＣＵ（Coronary Care Unit） 冠動脈疾患集中治療室
ＨＣＵ（High Care Unit） 高度治療室
ＮＩＣＵ（Neonatal Intensive Care Unit） 新生児集中治療室
ＬＤＲ（Labor, Delivery, Recovery） 陣痛、分娩、回復に対応できる部屋

※外来診療棟（１階・２階）の平面図は、
11ページに掲載しています。
※自転車置き場や駐車場の配置について
は、12ページに掲載しています。

広報ひこね　平成14年６月15日 6

実
現
す
る
一
方
、
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
よ

り
密
接
な
も
の
に
す
る
た
め
地
域
医
療
連
携
室
を

設
置
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
市
立
病
院
が
、
高
い
医
療
レ
ベ
ル
と
温

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
住

み
な
れ
た
地
域
で
健
康
を
さ
さ
え
、
安
心
と
ぬ
く

も
り
の
あ
る
病
院
」
の
基
本
構
想
の
と
お
り
、
市

民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
病
院
に

育
て
あ
げ
る
た
め
、
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
従
来
に
も
ま
し
て
、
い
っ
そ
う
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
方
面
に
わ
た
る
多
く
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
長
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た

新
病
院
が
立
派
に
完
成
し
、
予
定
ど
お
り
に
開
院

で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
、
私
た
ち
職
員
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の

大
き
さ
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
病
院
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
施
設
、
快
適

な
療
養
環
境
を
可
能
な
限
り
追
求
し
ま
し
た
。

外
来
は
、
新
た
に
心
療
内
科
と
形
成
外
科
を
加

え
18
科
と
し
、
救
急
セ
ン
タ
ー
や
健
診
セ
ン
タ
ー

の
充
実
も
図
り
ま
し
た
。
１
階
と
２
階
に
６
か
所

の
外
来
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
を
配
置
し
、
待
ち
時
間
短

縮
の
た
め
に
大
部
分
を
予
約
制
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
、
正
確
で
迅
速
な
診
療
情
報
の
伝
達
と

活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

病
棟
に
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ

Ｕ
・
救
急
病
棟
な
ど
を
設
け
、
重
症
の
患
者
さ
ん

や
救
急
患
者
さ
ん
の
対
応
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
デ
イ
ホ
ー
ル
や
家
族
控
室
な
ど
は
び
わ
湖
が

間
近
に
望
め
る
、
明
る
く
安
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
射
線
治
療
装
置
、
結
石
破
砕
装
置
な

ど
の
最
新
医
療
機
器
を
導
入
し
て
高
度
な
医
療
を

開
院
に
当
た
っ
て

各
階
の
構
成

診
療
機
能
の
紹
介

外
来
診
療
シ
ス
テ
ム

１
階
・
２
階
平
面
図

交
通
の
案
内
・
そ
の
他

地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
　
　
院
長

赤
　
松
　
　
　
信

新しい市立病院 ● 特集

新病院の概要

建築概要

所在地
敷地面積
延べ面積
（建物）

構造・規模

彦根市八坂町1882番地
５０,２４５.４８㎡
３７,７２１.７０㎡（職員住宅等は含まず）

鉄筋コンクリート造
地下１階・地上８階・塔屋２階

施設概要

病棟
病床

外来診療科

その他

駐車場

１１病棟
４７０床
一般４５６床 うち緩和ケア２０床、（ICU・CCU・救急２０床）
結核　１０床
感染症　４床

●一般病室：特別室６室、個室90室、４床
室77室、HCU(２床室）７室、
HCU(１床室）４室、NICU６床

●緩和ケア病室：特別室２室、個室18室
●ICU・CCU病室：８床
●結核病室：個室２室、４床室２室
●感染症病室：個室４室

１８科
内科、呼吸器科、神経内科、心療内
科、小児科、外科、整形外科、産婦
人科、泌尿器科、脳神経外科、眼科、
耳鼻いんこう科、皮膚科、形成外科、
麻酔科、放射線科、歯科口腔外科、
リハビリテーション科
手術室８室、分娩室（ＬＤＲ）３室、
臨床検査部門、放射線部門、血液浄化
センター、NICU、リハビリテーショ
ン部門、内視鏡センター、地域医療連
携室、健診センター　など
約７００台

震災対策

免震構造

備蓄倉庫

エネルギー

医療ガス
ヘリポート
（場外離発着場）

高い耐震性能を確保し、病院機能が維
持できるように免震構造を採用
医薬品、医療用ベッドなどの保管スペ
ース設置
ガス、電気（自家発電装置）、油の複数化と、
大型貯油槽の設置
外来待合、会議室などに医療ガス設備の設置
屋上に災害時対策、緊急搬送用として設置

開
院
に
当
た
っ
て

各
階
の
構
成

診
療
機
能
の
紹
介

外
来
診
療
シ
ス
テ
ム

１
階
・
２
階
平
面
図

交
通
の
案
内
・
そ
の
他
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充
実
し
た

救
急
医
療
・
健
診
部
門

救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
病
棟

救
急
疾
患
に
対
し
て

的
確
・
迅
速
な
検
査
・
診
断
・
治
療
を
提
供

救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
診
療
時
間
外
（
平
日
の
夜

間
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
）
に
来
院
し
た
患

者
さ
ん
の
窓
口
で
す
。
内
科
系
、
外
科
系
の
医
師

そ
れ
ぞ
れ
１
人
が
対
応
し
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
心
電
図
、
採
血
、
検
尿
な

ど
、
必
要
な
検
査
は
す
べ
て
緊
急
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門
医
の
診
察
が
必
要
な
場

合
に
は
、
内
科
（
消
化
器
、
循
環
器
）、
外
科
、

整
形
外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
脳
神
経
外
科
、

神
経
内
科
な
ど
の
待
機
医
師
が
診
察
に
当
た
り
ま

す
。
内
視
鏡
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
な
ど
の
専
門
的

な
検
査
も
、
常
時
行
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

入
院
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
救
急
病
棟

に
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
重
症
の
場
合

に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
手
術
も
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
ま
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

何
よ
り
も
大
切
な
健
康
。
新
病
院
で
は
、
病
気

の
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
を
予
防
し
、
健
康

を
維
持
し
、
さ
ら
に
は
健
康
を
も
っ
と
増
進
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
も
大
切
な
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
診
業
務
に
は
、
最
新
の
機
器
、
設
備
を
利
用

し
、
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
て
、
診
療
の
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
が
当
た
り

ま
す
。

健
診
に
は
、
ま
ず
総
合
的
健
診
が
あ
り
、
こ
れ

に
は
、
一
般
健
診
、
日
帰
り
お
よ
び
宿
泊
人
間
ド

ッ
ク
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
特
殊
な
検
診
と
し

て
は
、
骨
密
度
検
診
、
脳
ド
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
検
診
と
し
て
は
、
乳
が
ん
検
診
、
消
化
器
検

診
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
定
期
健
康
診
断
な

ど
各
種
の
健
康
診
断
や
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

内
容
に
よ
っ
て
は
、
各
診
療
科
に
直
接
申
し
込

み
が
必
要
な
と
き
も
あ
り
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
な
ど
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
診
セ
ン
タ
ー
☎
◯　22　
６
０
５
４

番
（
直
通
）
【
７
月
１
日
㈪
か
ら
】

受
付
時
間
（
電
話
）
月
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
午
後
５
時
（
祝
日
は
除
く
）

地
域
医
療
連
携
室

地
域
に
開
か
れ
た
病
院
へ

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
に
は
、
医
療
機
関
が

役
割
分
担
し
な
が
ら
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
近
所
の
か
か
り
つ
け
医
院
と
市
立
病
院

が
連
携
し
て
患
者
さ
ん
に
関
す
る
情
報
交
換
を
迅

速
に
行
い
、
治
療
に
生
か
す
窓
口
と
し
て
「
地
域

医
療
連
携
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

診
療
予
約
を
受
け
付
け
た
り
、
診
療
所
か
ら
あ

ら
か
じ
め
患
者
さ
ん
の
情
報
を
得
て
初
診
の
前
に

カ
ル
テ
作
成
を
済
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
診
断

・
治
療
を
素
早
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

入
院
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
開
放
型
病
床
（
オ

ー
プ
ン
病
床
）
を
利
用
し
て
、
診
療
所
の
医
師
に

も
継
続
し
て
診
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
室
の
具
体
的
な
業
務
と
受
診
の

流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
地
域
医
療
連
携
室
の
主
な
業
務
︾

・
紹
介
患
者
さ
ん
の
診
察
・
検
査
予
約
受
付

・
医
療
機
器
の
共
同
利
用
予
約
受
付

・
開
放
型
病
床
の
利
用
予
約
受
付

︽
紹
介
患
者
さ
ん
の
初
診
ま
で
の
流
れ
︾

お知らせとお願い

診察券
自動再来受付機で受付できますので、来
院時には必ず診察券をご持参ください。た
だし、使えるのは４月１日から交換させて
いただいている紫色の診察券だけです。
旧来の緑色の診察券は使用できませんの
で、あらかじめ交換ください。（現病院で
も交換できます。）

診察受付
初診・再診ともに受付は、８：30～11：00
です。ただし、予約診は16：30までです。

見舞時間
13：00～20：00です。ただし、ICU・
CCU病棟は14：00～15：00です。
各病棟スタッフステーションで手続きを
してください。

喫　煙
病院内は、指定場所（１階、２階の喫煙

コーナー）以外はすべて禁煙です。ご協力
ください。

開院当初の混雑について
新病院開院当初は、院内各所で混雑が予

想されます。待ち時間が長くなることも考
えられますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。

かかりつけ医院

彦根市立病院

患
者
さ
ん

❶受　診

❷紹介状

❸紹
介状
を

　持
って
受診

紹介患者受付

地域医療連携室

①
予
約
の
申
し
込
み

　
　
︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶

　
　
︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶

②
予
約
日
時
の
連
絡
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開
院
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各
階
の
構
成

診
療
機
能
の
紹
介

外
来
診
療
シ
ス
テ
ム

１
階
・
２
階
平
面
図

交
通
の
案
内
・
そ
の
他

を
よ
く
聞
き
ま
す
。

形
成
外
科
は
、
見
た
目
の
異
常
を
治
療
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
ざ
、
ホ
ク
ロ
の
除
去
、

傷
跡
や
傷
跡
の
引
き
つ
れ
、
ケ
ロ
イ
ド
、
や
け
ど
、

顔
面
骨
の
骨
折
の
治
療
、
腫し

ゅ

瘍よ
う

切
除
や
外
傷
に
よ

っ
て
欠
損
し
た
部
分
（
乳
房
、
耳
、
鼻
、
義
眼
床

な
ど
）
の
再
建
、
切
断
さ
れ
た
指
の
再
接
着
な
ど

を
行
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
や
け
ど
の
跡
が
気
に
な
る
」

な
ど
、
患
者
さ
ん
自
身
で
そ
の
異
常
を
自
覚
で
き

る
疾
患
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
に
対
し
て
、
医
師

が
可
能
な
治
療
法
を
説
明
し
、
患
者
さ
ん
の
納
得

の
上
で
、治
療
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
自
身
も

治
療
を
あ
き
ら
め
て

い
る
こ
と
も
よ
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

治
療
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

緩
和
ケ
ア
科
、
緩
和
ケ
ア
病
棟

が
ん
末
期
の
つ
ら
い
症
状
を
や
わ
ら
げ
、

や
す
ら
か
に
過
ご
す
た
め
に

緩
和
ケ
ア
科
は
、
主
に
が
ん
末
期
な
ど
で
治
療

が
望
め
な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
痛
み

や
苦
し
み
な
ど
の
症
状
を
や
わ
ら
げ
る
ケ
ア
を
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
不
安
や
悩
み
な
ど
精
神
的
な
問

題
に
つ
い
て
も
援
助
し
ま
す
。
治
療
を
目
的
と
し

た
手
術
や
化
学
療
法
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
人
工
呼

新
た
に
開
設
し
た

診
療
科
・
病
棟
な
ど

心
療
内
科

心
療
内
科
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

「
身
体
が
だ
る
い
」、「
め
ま
い
が
す
る
」、「
動ど

う

悸き

が
す
る
」、「
頭
が
痛
い
」、「
食
欲
が
な
い
」、「
お

腹
が
痛
い
」、「
体
重
が
減
っ
た
」、「
眠
れ
な
い
」

と
い
っ
た
症
状
で
病
院
を
受
診
し
た
け
れ
ど
、
検

査
を
し
て
も
異
常
が
あ
り
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
律
神
経
の
働
き
が
乱
れ
て
身
体
器
官
の
機
能

が
失
調
を
き
た
し
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な

症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甲

状
腺
機
能
異
常
や
副
腎
機
能
不
全
な
ど
ホ
ル
モ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
に
異
常
が
あ
る
場
合
や
、
不
安
や
う

つ
が
持
続
す
る
こ
と
に
よ
る
脳
の
慢
性
的
な
疲
労

が
潜
ん
で
い
る
場
合
に
も
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が

出
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
に
対
し
て
、
心
療
内
科
で
は

心
と
身
体
の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
治
療
し

て
い
き
ま
す
。

形
成
外
科

治
療
は
患
者
さ
ん
と
と
も
に

形
成
外
科
は
、
比
較
的
新
し
い
診
療
科
で
あ
る

た
め
か
「
何
を
す
る
科
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
」、「
整
形
外
科
と
は
ど
う
違
う
の
」
な
ど
の
声

診
療
機
能
の
紹
介
　
　
　
　
　
　-

地
域
に
開
か
れ
た
病
院
で
、
よ
り
高
度
で
先
進
的
な
医
療
を
提
供
し
ま
す-

吸
な
ど
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
と
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
科
で
は
、
医
師
、
看
護
師
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
理
学
療
法

士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。
病

棟
は
、
び
わ
湖
を
望
む
全
室
個
室
で
、
キ
ッ
チ
ン
、

サ
ン
ル
ー
ム
、
浴
室
、
家
族
室
（
和
室
）
を
備
え

て
家
庭
の
雰
囲
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
苦
痛
が
少
な
く
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
る
手
助
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

部署の名称が一部変わります

新病院では、部署の名称を一部変更します。主なもの
は、次のとおりです。

人工透析室　➡ 血液浄化センター
救急外来　➡ 救急センター
内視鏡室　➡ 内視鏡センター
中央手術室　➡ 手術センター

ナースステーション　➡ スタッフステーション

医
療
技
術
の
急
速
な
進
歩
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
社
会
情

勢
に
よ
り
、
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

市
立
病
院
も
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
よ
り
専
門
的
で
高
度
な

医
療
の
提
供
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・

救
急
病
棟
を
新
設
、
診
療
科
も
心
療
内
科
と
形
成
外
科
の
２
科
を
増

設
し
、
専
門
医
療
の
充
実
と
救
急
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
、
地
域
医
療
連
携
室
や
開
放
型
病
床
10
床
を
設
置

し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
に
開
か
れ
た
病
院

を
目
指
し
ま
す
。

新
設
し
た
診
療
科
や
病
棟
、
地
域
医
療
連
携
室
に
つ
い
て
、
ま
た

今
回
、
設
備
や
内
容
を
充
実
し
た
救
急
医
療
体
制
︵
救
急
セ
ン
タ
ー
、

救
急
病
棟
︶
と
健
診
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新しい市立病院 ● 特集
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各
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介
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２
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１
　
総
合
案
内
　

⇦

２
　
受
付

⇦

３
　
ブ
ロ
ッ
ク

受
付

⇦

４
　
診
察
室
前

⇦

５
　
診
察

⇦

６
　
会
計
精
算

受
付
　

⇦

７
　
支
払
窓
口

⇦

８
　
院
外
処
方

案
内
　

ど
こ
の
診
療
科
を
受
診
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
な
ど
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

初
診
の
と
き

初
診
受
付
窓
口
に

あ
る
診
察
申
込
書
に
記
入
し
て
、

保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し
、

カ
ル
テ
と
受
付
票
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

再
診
の
と
き

自
動
再
来
受
付
機

に
診
察
券
を
入
れ
ま
す
。
予
約

し
て
い
な
い
と
き
は
、
受
診
す

る
診
療
科
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
票
が
出
て
く
る
の
で
、
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
診
の
と
き
と
予
約
の
な
い
と

き
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
で
診
察
室

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

診
察
順
番
表
示
盤
に
、
受
付
票

に
書
い
て
あ
る
番
号
が
表
示
さ
れ

た
ら
、
診
察
室
前
に
移
っ
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

診
察
室
の
前
に
表
示
盤
が
あ
り

ま
す
。
番
号
が
表
示
さ
れ
た
ら
、

診
察
室
に
入
っ
て
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

診
察
室
で
受
け
取
っ
た
透
明
フ

ァ
イ
ル
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

診
察
費
の
計
算
が
で
き
た
ら
、

名
前
を
お
呼
び
し
ま
す
。
窓
口
で

診
察
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

領
収
書
と
、
次
回
の
診
察
予
約

を
し
た
と
き
は
予
約
票
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

院
外
処
方
せ
ん
は
、
院
外
処
方

案
内
に
設
置
し
て
い
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

利
用
で
き
ま
す
。

予
約
診
療
制

予
約
し
た
時
間
に
お
越
し
い
た
だ

け
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
診
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
（
多
少
お
待
た
せ
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）。

自
動
再
来
受
付
機

再
診
患
者
さ
ん
は
、
自
動
再
来
受

付
機
で
受
付
し
ま
す
。

受
付
が
終
わ
る
と
、
受
付
票
を
発

行
す
る
と
同
時
に
外
来
診
療
科
に
情

報
が
送
ら
れ
、
カ
ル
テ
が
事
前
に
準

備
さ
れ
ま
す
。

診
察
順
番
表
示
盤

診
察
の
順
番
を
番
号
で
表
示
す
る

の
で
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
で
診
察
を

受
け
ら
れ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

診
察
室
前
表
示
盤

診
察
室
へ
の
呼
び
込
み
は
、
診
察

室
前
の
表
示
盤
に
番
号
を
表
示
す
る

こ
と
で
行
い
ま
す
。
名
前
を
呼
ぶ
こ

と
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

新
病
院
で
は
、
受
付
か
ら
診
察
室
、
診
察
室
か
ら
検
査
部
門
な
ど
へ
、
患
者
さ

ん
の
先
回
り
を
し
て
情
報
が
届
く
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
診

察
や
検
査
が
よ
り
速
く
正
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
い
っ
そ
う
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▲自動再来受付機

外
来
診
療
シ
ス
テ
ム

２階にある部署
●1手術センター
●2ＩＣＵ・ＣＣＵ病棟
●3救急病棟
●4血液浄化センター
●5３ブロック（呼吸器科・
皮膚科・形成外科・心療内
科・緩和ケア科）

●6４ブロック（外科・泌尿
器科・麻酔科）

●7栄養指導室
●8医療相談室
●9５ブロック（眼科・耳鼻
いんこう科・歯科口腔外科）

●10６ブロック（小児科・産
婦人科）

１階にある部署
○1健診センター
○2脳波室
○3心エコー室
○4心電図室
○5採血室
○6検尿トイレ
○7ＭＲ室
○8血管連続撮影室
○9一般撮影室
○10ＣＴ室
○11エコー室
○12Ｘ線ＴＶ室
○13結石破砕室
○14内視鏡センター
○15売店
○16中央処置室
○17救急センター
○18レストラン
○19リハビリテーション科
○20２ブロック（整形外科・
脳神経外科・神経内科）

○21１ブロック（内科）
○22院外処方案内
○23案内
○24自動再来受付機
○25会計窓口
○26中央受付
○27総合案内

来院〜診察の流れ

開
院
に
当
た
っ
て

各
階
の
構
成

診
療
機
能
の
紹
介
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来
診
療
シ
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テ
ム

１
階
・
２
階
平
面
図

交
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・
そ
の
他
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名
神
高
速
道
路

東
海
道
新
幹
線

近
江
鉄
道

国
道
8号

芹川

高宮駅 

彦根口駅 

彦根IC滋賀県立大学 

新市立病院 

犬
上
川

南彦根駅 

市役所 
彦根城 

現市立病院 

清掃センター 

ひこね市文化プラザ 

福祉保健センター J
R琵

琶
湖
線

彦根駅 
交
通
の
案
内

■
車
で
（
外
来
駐
車
場
約
４
０
０
台
・
無
料
）

■
自
転
車
・
バ
イ
ク
で
（
自
転
車
置
場
約
80
台
・
無
料
）

■
路
線
バ
ス
で
（
７
月
１
日
㈪
か
ら
次
の
６
路
線
が
運
行
予
定
で
す
）

所
要
時
間
…
彦
根
駅
か
ら
約
20
分
、
南
彦
根
駅
か
ら
約
10
分

】
彦
根
駅-

銀
座-

松
田
団
地-

市
立
病
院-

松
田
団
地-

開
出
今-

三
津
屋-

柳
川
緑
地
公
園

】
彦
根
駅-

本
町
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド-

松
田
団
地-

市
立
病
院-

松
田
団
地-

日
夏
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン-

河
瀬
駅
西
口

】
彦
根
駅-

本
町
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド-

金
城
幼
稚
園
口-

老
人
ホ
ー
ム
前-

市
立
病
院-

老
人
ホ
ー
ム
前-

ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ-

南
彦
根
駅
西
口

】
彦
根
駅-
銀
座-

大
藪-

県
立
大
学-

市
立
病
院-

松
田
団
地-

南
彦
根
駅
西
口

】
彦
根
駅-
近
江
高
校-

松
原
橋-

大
藪-

市
立
病
院-

平
田
小
学
校-

銀
座-

彦
根
駅

】
稲
枝
駅-

聖
泉
短
大
前-

三
津-

安
食
中
町-

河
瀬
駅
東
口-

葛
籠
町-

広
野
会
館-

南
彦
根
駅
東
口-

市
立
病
院

■周辺図

■敷地内配置図

テレビ広報ひこね

「彦根市立病院
移転新築オープン」

放送日 ６月３０日㈰ 18：00～18：30
（再）７月 ６日㈯ 18：00～18：30
放送局 びわ湖放送

７月１日の開院に向けて着々と準備が
進む新しい市立病院。最新の設備機器や、
便利になる受診方法などを紹介します。

彦根市立病院

〒522-8539 彦根市八坂町1882番地
☎22-6050（代表）、FAX26-0754

◆電話・FAXの切り替えについて
電話・FAX番号は、移転後も現在と変更あり
ません。
電話・FAXの切替作業は、６月29日㈯に行い
ます。上記の番号にかけていただくと、同日午前
中は現病院につながり、午後は新病院につながり
ます。ただし、切替作業のため一時つながらない
ことがありますので、あらかじめご承知ください。
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１日㈪、８日㈪、15日㈪

日・曜日

３日㈬

４日㈭

２日㈫

５日㈮

９日㈫

10日㈬

12日㈮

11日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【７月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
７月前半

※４月から、一部の区域で収集順を変更してい
ます。収集予定日が３月までと大幅に異なる
場合もありますので、この表で確認くださる
ようお願いします。
※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
することがありますが、ご了承ください。

１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

１０日㈬

１１日㈭

１２日㈮

幸、芹、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、野田山、正法寺、
地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
芹、外、里根、幸、野田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松
田団地）
外、安清、里根、原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、戸賀、小
泉、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目
安清、芹川、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央（第
１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋二
丁目
山之脇、開出今蔵の町団地、八坂東団地、城町一丁目、城町二丁目、
栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、中藪、
西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、八坂北
開出今蔵の町団地、八坂東団地、開出今団地（第１部）、長曽根南、
平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、肥田
（西肥田）
開出今団地（第１部）、後三条（下）、平田（大沢を除く）、西今（松田
団地を除く）、宇尾、三津屋、肥田（西肥田）
後三条（下）、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野
瀬、須越、肥田（西肥田）
後三条（下）、中央（第２・３部）、野瀬、開出今、須越、上稲葉、下
稲葉、本庄、普光寺、薩摩
佐和、立花、元、尾末、野瀬、開出今、須越、田附、新海、柳川、
上西川、下西川、金沢（金沢団地）

７月前半

「
中ち

ゅ
う

山さ
ん

間か
ん

地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
と
は

農
地
に
は
、
農
産
物
を
収
穫
す
る
だ
け
で

な
く
、
堤
防
の
役
割
を
し
て
洪
水
を
防
ぐ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

河
川
の
上
流
に
あ
る
中
山
間
地
域
で
耕
作

を
や
め
て
し
ま
っ
た
土
地
が
増
え
る
と
、
洪

水
や
土
壌
浸
食
な
ど
に
よ
り
、
下
流
域
の
多

く
の
住
民
の
生
命
や
財
産
に
影
響
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
は
、
平
地
に
比
べ
て
農
業

を
す
る
に
は
不
利
な
地
域
で
す
。そ
の
た
め
、

農
業
生
産
活
動
を
維
持
し
て
、
農
地
の
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
山
間
地
域
で
農
業
を
営
む
人
た
ち
に
交
付

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

山
間
部
の
農
地
の
維
持
の
た
め
に

彦
根
市
で
は
、
平
成
12
年
度
に
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
彦
根
市
基
本
方
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
度
に
は
善
谷
町
の

農
家
の
皆
さ
ん
が
集
落
協
定
を
締
結
し
、
市

が
認
定
し
ま
し
た
。
協
定
に
参
加
し
た
人
た

ち
に
よ
り
、
平
成
16
年
度
ま
で
農
地
が
維
持

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
の
防
止
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

○
農
用
地
の
保
全
管
理
　
農
地
法
面

の
り
め
ん

の
崩
壊

を
防
ぐ
た
め
、
定
期

的
に
点
検
し
た
り
、

法
面
に
タ
ン
ポ
ポ
を

植
え
た
り
し
て
い
ま

す
。

○
生
産
性
、
収
益
性
の
向
上
　
山
間
部
に
合

っ
た
ワ
ラ
ビ
や
フ
キ
を

作
付
け
す
る
な
ど
、
高

付
加
価
値
型
農
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

○
担
い
手
の
定
着
　
新
技
術
習
得
の
た
め
の

研
修
会
な
ど
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
３
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３

９
８
番

制度の概要

対象地域 鳥居本地区
対象農用地 １ヘクタール以上のまとまりのある
農業振興地域の農用地であって、その傾斜が
100分の１以上20分の１未満（緩傾斜地）で
ある地区。善谷町、中山町中山、荘厳寺町、
仏生寺町を指定しています。
交付金単価 10アールあたり８千円（田で、緩
傾斜地のとき）
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健康管理だより
市健康管理課

（平田町・福祉保健センター１階）

☎24-0816

FAX24-5870

田

附

　

駿
し
ゅ
ん

ち
ゃ
ん

︵
南
三
ツ
谷
町
︶

赤

田

理り

歩ほ

ち
ゃ
ん

︵
賀
田
山
町
︶

門

脇

咲さ
き

華か

ち
ゃ
ん

︵
彦
富
町
︶

14広報ひこね　平成14年６月15日

◆
日
本
に
多
い
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
肝
臓
の
病
気
の
一
つ
で

あ
る
肝
炎
で
す
。

肝
炎
の
原
因
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
剤
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
で
は
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
よ
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
Ｃ
型
肝
炎
の
原
因
と
な
る
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て

か
つ
て
我
が
国
で
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
っ
た
時
期
が
あ
り
、
若
い
人
に
比

べ
て
40
歳
以
上
の
人
で
は
感
染
し
て
い
る
人
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
血
液
を
介
し
て
感
染
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
成
４
年
以
前
に
輸
血
を
受

け
た
人
や
、
大
き
な
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
な
ど
は
感
染
の
可
能
性
が
高
い
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
と
え
感
染
し
て
も
自

覚
症
状
が
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
放
っ

て
お
く
と
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
市
が
実
施
す
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
で
は
、
原
則
と
し
て
40
歳
、
45
歳
、
…
70

歳
と
５
歳
刻
み
で
節
目
に
当
た
る
人
に
血
液
検

査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
５
年
間
で
一
回
り
す

る
計
画
で
す
。
検
査
に
よ
っ
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
が
現
在
身
体
の
中
に
い
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
必

要
な
人
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
、

輸
血
用
の
血
液
な
ど
に
つ
い
て
の
精
度
の
高
い

検
査
が
行
わ
れ
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
通
常
の

日
常
生
活
に
お
い
て
新
た
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
た
め
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
１
度
受
け
れ
ば
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
感
染
の
防
止

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
比
較
的
弱

く
、
通
常
の
日
常
生
活
で
周
囲
の
人
に
感
染
さ

せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

血
液
が
感
染
源
と
な
る
こ
と
か
ら
、
血
液
や
分

泌
物
お
よ
び
こ
れ
ら
の
付
着
し
た
も
の
の
処
理

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
感
染
し
て

い
る
人
は
献
血
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
来
月
の
テ
ー
マ
は
﹁
糖
尿
病
の
予
防
﹂
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今月の納税
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７月１日㈪までに納めましょう
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　人と人とのふれあい、会話の第一歩は「あいさつ」です。
子どもも大人も、お互いにあいさつを交わしあいましょう。 
　そして、地域の子どもたちの名前を覚えましょう。 

あいさつは

いきいきと

リズミカルに

スマイル添えて

●あ

●い

●り

●す

合い言葉は「あいりす」

Vol. 11

アイリスは、市の花「はなしょうぶ」
などアヤメ科の植物の総称です。
彦根のいろいろな地域で、アイリスの
花が咲くように、あいさつの輪が広がる
ようにと願って名づけられました。

※彦根市青少年問題協議会では、
毎月１日（日曜日などの場合は、
翌登校日）を「あいさつの日」
として、市内の小・中学校の
校門などで、子どもたちへの
声かけを実施しています。
※皆さんのまちの「あいさつ運動」
の取組をお知らせください。
連絡・問い合わせ先

教育委員会生涯学習課
☎24-7971、FAX23-9190

彦根市子ども会指導者連合会で
は、子どもたちとのいろいろなイ
ベントの機会に「あいさつをしま
しょう」と呼びかけています。
ゴールデンウィークの恒例行事

「子どもフェスティバル」では、子
どもたちに参加賞を渡すとき「お
はよう」「今日は一日楽しんでね」
と声をかけます。今年はテントに
「あいさつ運動・合い言葉はあいりす」のポスターをはっての呼びかけでした。
お父さん、お母さんに促されて「おはようございます」とあいさつする子、
子ども会指導者の顔を見て元気にあいさつできる子、さまざまです。参加賞を
手に「どうもありがとう」と笑顔で言葉を返す子どもたちに、指導者も笑顔で
こたえていました。

彦根市子ども会指導者連合会の取組

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
に
本

社
が
あ
る
法
人
・
個
人
の
施
工
業
者
を
利
用

し
て
自
宅
の
修
繕
、
補
修
工
事
な
ど
（
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
工
事

工
事
経
費
が
20
万
円
以
上
（
消

費
税
を
含
む
）、
７
月
１
日
㈪
以
降
に
着

工
し
年
度
内
（
平
成
14
年
度
は
、
平
成
15

年
３
月
31
日
ま
で
）に
完
了
す
る
工
事
で
、

次
に
該
当
す
る
も
の

①
住
宅
の
修
繕
、
補
修
工
事

②
壁
紙
の
張
り
替
え
、
外
壁
の
塗
り
替
え
な

ど
、
住
宅
の
模
様
替
え
工
事

対
象
住
宅

市
民
が
自
ら
住
ん
で
い
る
市
内

の
持
ち
家（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合
は
、

専
有
部
分
の
み
対
象
）

※
対
象
工
事
や
対
象
住
宅
、
申
込
資
格
な
ど

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

工
事
経
費
の
10
％
で
、
最
高
10

万
円
（
た
だ
し
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

１
人
１
回
限
り
で
す
。

申
込
期
限

６
月
28
日
㈮

申
込
方
法

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
予
定
工

事
内
容
、
予
定
工
事
費
、
予
定
施
工
業
者
、

予
定
工
事
期
間
を
書
い
て

商
工
課
（
〒

５
２
２-

８
５
０
１
）
へ
。

※
申
込
期
間
終
了
後
、
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
課
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
３
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８

番

申
し
込
み
は
お
済
み
で
す
か
︵
期
限
は
６
月
28
日
で
す
︶

彦根市農業委員会委員一般選挙
告示日 ６月１６日㈰
投票日 ６月２３日㈰

滋 賀 県 知 事 選 挙
滋賀県議会議員彦根市選挙区補欠選挙

投票日 ７月 ７日㈰

問い合わせ先 選挙管理委員会
☎22-1411（内線462）
FAX22-1398


